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令和7年3月5日(水)、町総合福祉センターにてボランティア

団体交流会が開催され、町内外で活躍するボランティア団体

のうち、計１６団体から、のべ２７名が参加しました。

この催しは、例年、当センターが雫石町内のボランティア団体

の情報交換や親睦を深めることを目的に開催してきたもので

すが、今年度は初めて“おとなり” 滝沢市のボランティア活動

センターとのコラボが実現。 当日は、両市町のボランティア団

体が、それぞれの活動内容を発表し、情報交換を行いました。

参加者からは、「ふだん接点のない団体のお話もお聞きする

ことができて、参考になった」「ボランティアのニーズや活動の

悩みも、やっぱり地域によって異なると実感した。地域に合っ

た活動を模索し続けることが、あらためて大事だと感じた」な

どの声が聞かれました。

ボランティア団体交流会

ふれあいサロン活動レポート

和野サロンから御明神小学校 布田校長先生へ、

手作りした雑巾が手渡されました！

子どもたちのお掃除がはかどりますね♪

令和７年３月１０日（月）、“ふれあいサロン和野” の皆さんが

御明神小学校へ、手作りした雑巾７２枚を寄付しました。

ふれあいサロン和野では、会員の皆さんが協力し、約１０年間

にわたり、家庭で余った新品のタオルを活用して手縫いの雑巾

を作り、地域の小学校に寄付する活動を続けています。心を込

めて作られた雑巾は、子どもたちの学校生活に役立てられて

います。

会員の皆さんは「来年

もまた作って寄贈した

い」と話しており、地域の

温かい支え合いの輪が

これからも広がっていき

そうです。

和野サロンから御明神小学校○○校長先生へ、

最初から最後まで、笑いの絶えない素晴らしい会でした！
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ボランティア活動保険への加入手続きを受け付けています。

ボランティア活動中に「ケガをしてしまった」、「物を壊してし

まった」などの万が一に備え、保険への加入をオススメしてお

ります。 補償内容など詳細については、『ふくしの保険』ウェ

ブサイトをご確認いただくか、当ボランティア活動センターへ

お気軽にお問い合わせください。

『ふくしの保険』
ＷＥＢサイト

令和７年度ボランティア活動保険
〔補償期間：Ｒ７.４.１～Ｒ８.３.３１〕

基本プラン
３５０円／人

天災・地震補償プラン
５００円／人

当ボランティア活動センターでは、毎年１～２月 毎週土曜日

に、中高生を中心に『雪んこ見守り隊』を結成。ボランティア隊

員たちが高齢者や障がい者世帯を訪問し、安否確認と玄関先

の除雪を実施しています。

今シーズン最後の活動となった2/2２(土)には、通常の活動

に加え、雫石中学校家庭部の皆さんが手打ち蕎麦を用意♪

中高生隊員らが『これを食べて、来年の冬もお元気でお会い

しましょう』などと声をかけながらお蕎麦を手渡すと、訪問先

の方々から『来年もよろしくね』 『ありがとう』 と感謝の言葉

をかけていただく様子が見られました。

福祉教育出前講座 in雫石高校

雫石町防災講座 開催
令和7年3月２日(日)、町総合福祉センターにて防災講座が開催され、

高校生から７０代まで、町内外の幅広い世代が参加しました。

今回の講座では、能登半島地震での事例を交えながら、ボードゲーム

形式で災害時に活用できる支援制度について学んだほか、災害時に役

立つグッズの展示・紹介(協賛：アウトドアショップ「グリーンハウス盛岡

店」)も行われました。さらに昼食には “耐熱ポリ袋” で調理された炊き

込みご飯やデザート(協力：雫石町赤十字奉仕団)も振る舞われました。

参加者からは『被災者の支援制度は思っていたより手厚く、災害が起

きたときに家をどうするか、選択肢が増えた』『被災された方から相談さ

れたときに「大丈夫！一緒に考えよう！」と言える人間になりたい』など

の声が聞かれました。

令和7年3月17日(月)、県立雫石高等学校にて福祉教育出前講座が

開催されました。

災害復興支援で全国的に有名なお二人

被災者支援の分野で全国的に知られる

永野海弁護士(左)と風組関東代表 小林直樹氏(右)

が登壇されました！

１、２年生４９名が町内の福祉サービスやボランティア団体などについ

て学んだほか、ご近所での助け合いを疑似体験する『支え合いゲーム』

を通じて、多様な価値観や考え

方に寄り添うことの必要性、地

域社会における支え合いの大切

さについて、理解を深めました。
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